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市政トピックス

■
松
本
大
学
・
松
本
大
学
松
商
短
期
大
学
部
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た

８
月
14
日
、
明
科
地
域
の
一
部
で

土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
が
発
生
す

る
危
険
が
高
ま
り
、
災
害
時
に
市

が
発
令
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
で
最
も

高
い
「
緊
急
安
全
確
保
」
を
発
令

し
ま
し
た
。

現
代
社
会
の
発
展
と
多
様
化
す

る
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
に
、

市
と
松
本
大
学
・
松
本
大
学
松
商

短
期
大
学
部
（
菅
谷
昭
学
長
）
が

包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

市
役
所
で
調
印
式
が
８
月
26

日
に
開
か
れ
、
宮
澤
市
長
と
菅
谷

学
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
ま
し

た
。　同

大
学
と
は
こ
れ
ま
で
も
自
治

基
本
条
例
の
制
定
や
自
転
車
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
実
証
実
験
な

ど
で
連
携
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

犀
川
で
は
氾
濫
危
険
水
位
を
超

え
、
消
防
団
員
ら
が
内
水
氾
濫
し

た
水
路
の
排
水
や
土
の
う
積
み
作

業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

「
緊
急
安
全
確
保
」
が
発
令
さ

れ
た
の
は
本
年
５
月
の
災
害
情
報

の
基
準
改
正
以
降
初
め
て
。
市
で

の
協
定
に
よ
っ
て
協
力
体
制
が
よ

り
強
化
さ
れ
ま
す
。

市
が
大
学
と
同
協
定
を
結
ぶ
の

は
、
平
成
29
年
３
月
の
信
州
大
学

以
来
２
例
目
で
、
健
康
づ
く
り
や

地
域
産
業
・
観
光
、
教
育
・
人
材

育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連

携
し
て
い
き
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
こ
の
地
域
を
知

る
大
学
と
の
連
携
で
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
５

つ
の
公
民
館
で
避
難
所
を
開
設
し

た
ほ
か
、
感
染
防
止
の
た
め
避
難

対
象
区
域
外
の
親
族
宅
等
に
避
難

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

避
難
所
は
18
日
午
前
中
ま
で
開

設
。
市
内
で
は
、
倒
木
や
林
道
の

崩
落
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
幸
い
に
も
負
傷
者
は
報
告

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

災害対策本部の様子

協定書に調印した宮澤市長と菅谷学長

崩落した林道長峰線

■
警
戒
レ
ベ
ル
５「
緊
急
安
全
確
保
」発
令

平成元年から多くの皆さんに親しまれてきた穂高プ

ールが、８月 22 日に最後の営業日を迎え、曇り空か

ら時おり晴れ間がのぞく天気の中、約 200 人の来場

者が遊泳を楽しみました。これまで７年間にわたり監

視員を続けた木
き し く

鋪哲
さとし

さん（穂高有明）は、「安曇野の自

然の中、太陽の日差しを浴びながら泳げる良いプール。

毎年来てくれるお客さんとの再会や子ども達の成長が

実感できることが、夏の楽しみだった。皆さんに感謝

している」と閉場への想いを話してくれました。今期

は新型コロナの感染防止策を講じ、入場制限も実施し

ながらの営業となり、延べ6,053 人が訪れました。

８月24日に開会式を迎えた東京2020パラリンピック。

大会を照らし続ける聖火は、47 都道府県から集められた

炎とイギリスのストーク・マンデビルで採火した炎が、開

催地東京で一つとなり生み出されます。

市では、8 月13 日に市庁舎で炎を灯したランタンの展

示を行う「聖火ビジット」が実施されました。当日は、新

型コロナ感染拡大防止のため式典が中止となり、ランタ

ンの展示のみ行われました。炎は、人々がパラリンピッ

クを応援する熱意の表れとされています。見学に訪れた、

パラスポーツ選手の山内美月さんは、「一生懸命応援した

い」と安曇野からエールを送りました。

全国大会で優秀な成績を収めた市内の小中学生と高

校生が、大会の結果報告のために市役所を訪れ、大会

出場の感想や今後の意気込みを語りました。子どもた

ちの報告を受けた宮澤市長は、「狭き門への出場を果

たし、本番で実力を発揮されて見事結果を残されたこ

とは大変誇らしい。今後も技術を磨き、更なる高みを

目指してほしい」と激励しました。

❖第 14 回書道パフォーマンス甲子園　
優勝　松本蟻ケ崎高校書道部

❖第 12 回全日本ジュニアピアノコンクール
岡江満枝音楽教室　▶山本大樹・山本愛（連弾親子
デュオ銀賞）、大月怜愛・丸山凛（連弾子どもデュ
オ銅賞）、髙橋知暉（入賞）〈氏名は敬称略〉

8/22　市営穂高プール 33 年の歴史に幕

8/13　長野県聖火フェスティバル「聖火ビジット」

8/13　全国大会入賞報告、表彰状を贈呈

ありがとう穂高プール

パラリンピックの炎が庁舎へ

全国で活躍した安曇野の若人

最終日にスタッフで
記念撮影

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

健康長寿 インタビュー

仲間と笑い、語り、交流を
「仲間と笑い合うことが健康につながっています」。そう話
すのは、県シニア連会長の藤岡さん。老人クラブは本年４月、
シニアクラブに名称変更し、藤岡さんは会長として活躍され
ています。シニアクラブは、花壇づくりなどの社会活動やマ
レットゴルフなど趣味の活動を通じて、高齢者の仲間づくり
を進めています。新型コロナの影響から人との交流が減るこ
とが危惧されていますが、「一人で家にいても、仲間を作る
ことは簡単ではないと思います。活動はみんなが安全に楽し

めることが中心。生涯にわた
り、自分らしく、安心して暮
らしていける場をみんなの手
で作れれば」と参加を呼び掛
けています。

県 シ ニ ア 連 会 長

藤岡 嘉（よみす）さん
（86 歳・三郷明盛）
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